
2024 年度南山大学法学部・法学会共催秋季講演会 

中央大学法科大学院教授 

井田 良 氏   
かつて「ピラミッドのように沈黙」していると評さ

れた刑事立法が、2000年代前半以降、一転してなされ
るようになってきています。本講演でお話をされる井
田良先生（2024 年現在中央大学法科大学院教授）は、
この 20 数年の間、わが国の刑事立法に深くコミット
をされ、2021 年 10 月から 2023 年 8 月まで“法制審議
会会長”として俯瞰した立場でわが国の立法の分野で
心を砕いてお仕事をされてきました。 

日時：12月 18 日(水) 11:05～12:45 

場所：フラッテンホール 

本講演会では、“日本の立法と法制審議会の役割”や“刑事立法の活性化減少の社会的背景・要因”や“近
時の立法に内在する刑法理論上の問題”につき、種々の角度から検討が加えられます。貴重な機会ですの
で是非ご参加下さい。 
なお、井田良先生は日独の法律学双方に造詣が深く、2015 年にはドイツ連邦共和国から功労勲章功労

十字小綬賞を受賞され、他方 2023 年には紫綬褒章を受章されています。2024年現在は日本の死刑制度
について考える懇話会委員・同座長としてもお仕事をされています。 

変革の時代における刑事立法 

 


